
 
                                          

  

        平成 24 年 8 月 6 日 
                              十日町市身体障がい者福祉センター 
 

（今回の題字は徳永薫さんです。） 

 平成 24 年度も十日町市身体障がい者福祉センターは運営の基本方針に沿って活発に活動してい

ます。創作活動は勿論ですが、本年は第 5 回大地の芸術祭が開催されていることから、社会参加と

して作品のワークショップにも参加しました。明るく活気ある雰囲気がみなぎっています。 

 

第 2 回身体障がい者福祉センターふれあい作品展開催 

 

平成 24 年 5 月 8 日から 20 日まで十日町情報館で 

第 2 回ふれあい作品展を開催いたしました。 

今回も力作揃いで、素敵な作品展になりました。 

大勢の皆様からご来場いただきまして、有り難う 

ございました。 

 

～作品展 出展作品～ 

絵画 15 点  書道 10 点  手芸 11 点 

写真 16 点  ポエム 1 点   

くす玉 9 点  折り紙 2 点 

合計 64 作品の出展がありました。 

 

 

 

・ささくれてた気持ちが楽になりました。 

 

・素晴らしい作品に感動！！それぞれにハー 

トが込められ心がおだやかになりました。 

 

・一人一人の感覚が作品に生きていると思い 

ました。今後も継続的に続けてください。 

 

                       ・感動という言葉を久しぶりに思いました。 

 

 ・何だか心がふわっと温かくなったような気がします。今の私は体調をくずしてしまい、まだ

まだ体力がもどらない状態です。皆さんから元気をいただきました。この出会いに感謝です。

ありがとうございました。 

作品展を支えてくださった皆様に感謝いたします。

ありがとうございました。 

ご来場いただいた方々から、たくさんのメッセージ

をいただきました。この中から一部を紹介します。 



     地域活動支援センター（Ⅱ型） 

・信濃川大河津資料館と寺泊  5 月 15 日 

水害の歴史を学び、大河津分水の完成がもたらし 

た豊かな越後平野の大自然を体感しました。 

 最後は寺泊アメ横でお買い物。小雨にも負けず、 

買い物を楽しみました。 

 

 

 

 

  

                                

・栃尾 写真教室共催  6 月 8 日 

名峰守門岳を仰ぎ、新緑に囲まれた自然豊か 

                      な栃尾へ出かけました。おいしい油揚げを食べ 

た後は、杜々の森名水公園で撮影会。晴天に恵 

まれ、大自然の中で素敵な写真が撮れたのでは 

ないでしょうか。 

 

 

  

 

 

 

 

地域活動支援センター（Ⅱ型）『ふれあいクラブ』 
「ふれあいクラブ」は昨年 7 月から始まりました。現在 12 名の方が登録されており、第 2、第

4 日曜日に活動しています。午前中は軽体操で楽しく体を動かし、午後はカラオケ、レクリエーシ

ョン、創作活動、お出掛け等、皆さん積極的に参加し元気に活動しています。 

 

                       

寺泊水族博物館  5 月 13 日         
 春の社会参加として寺泊水族館に行ってき

ました。水族館の生き物との触れ合いや、マ 

リンガールの餌付けショーを見学し、楽しい 

お出掛けとなりました。 

  

 

十日町地域消防本部・署  4 月 22 日 
社会適応訓練として消防本部・署を体験しま

した。消防車や救急車を見学した後は実際に消

火器で消火訓練をさせていただき、貴重な体験

をすることができました。 

 水害の歴史について 

学びました。 

かわいいお魚と 

ふれあい♪ 

全国名水百選に選 

ばれた湧き水です。



 

 

   

 

 身障センターは、センター条例に基づいて地域の様々な団体の活動の場としてご利用いただいて

います。今回は十日町市身体障がい者団体連絡協議会の部会として活動する十日町市一般肢体障が

い者会を紹介します。 

 

肢体障がい者会  

十日町市一般肢体障がい者会会長  根津正平  

    会員       47 名 

  会員数は現在 47 名です。昭和 29 年頃障がい者の会が発足されたと聞きますが、片端者、バカ

者と陰口を言われた時代かと思います。十日町の障がいを持つ皆さんはひとり一人がお金を出し合

って県身連、日身連に加盟しました。十日町では人数が多いため 4 つの会に分け、その一つが肢体

障がい者の会です。当時会員数は 130 名位いたそうです。人数が多いため、総会やミニ集会の時

など転々と会場探しに一苦労だったようです。 
 その後社会福祉協議会の運営、川西になかまの家が設立され、そして障がい者福祉センター設立

の話がありました。その時お願いして 80 名～100 名が集まれる集会室を設けていただき現在も活

用させていただいています。これも先人の並々ならぬ努力の賜と感謝しています。当時活躍して下

さった方々も年令には勝てず寝たきりや、お亡くなりになった方々も多くいます。 
現在では地域の障がい福祉も充実し、多くの施設の中から自分で選んで利用できる様になりまし

た。しかし一市民としてのマナーを考えるとき、肢体障がい者の会設立当時の先輩のご苦労を忘れ

てしまったのではないかと思うことがあります。障がいを持つ私たちは自立のための努力を惜しみ

ませんが、障がい者だから何でもしてもらえるという事は違います。様々な事情があると思います

が、障がいを持つ身であっても最低のルールを守り一般市民の皆様に可愛がわれる様努力しなけれ

ばなりません。しかしどうしても出来ない事もあり、その時はご支援をいただきたいと思います。

よろしくお願い致します。 
市民の皆様、そしてお世話して下さる皆様に感謝・感謝しつつ。 
 
 
十日町市身体障がい者団体連絡協議会は、加入団体相互の連絡と 

協力により、身体障がい者福祉の総合的な向上及び社会参加の促進 
を図ることを目的に組織されています。 

地域の身障 8 団体をもって構成されていますが、十日町市社会福 
祉協議会に事務局が置かれています。 

 
 

  ～七夕の願い～ 

今年も集会室前の踊り場に七夕飾りが飾りつけられました。 

短冊には、思い思いの願い事が書かれました。 

・いつまでも元気でセンターに来れますように… 

・バンドのボーカルをやりたい。 

・グループホームのみんなが仲良くケンカしないで暮せますように… 

皆さんの願いが叶いますように… 

十日町市一般肢体障がい者会の皆さん



 

大地の芸術祭越後妻有アートトリエンナーレ 2012。身障センターもワークショップに参加しています。 
 

 

 

 

 

 

 

    世界かかしコンクール          みどりの部屋プロジェクト 

 

 

                                 道楽神さまと子どもたち 

      

 

 

 

         妻有間曳（つまりあいびき） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
学習活動(書道・絵画・手芸・写真・折り紙)等の創作活動 

教養娯楽活動、機能訓練、社会適応訓練、入浴、送迎 

その他必要な介助・相談・日中一時支援 
 

福祉手帳の交付を受けた、18 歳以上の方 

十日町市身体障がい者福祉センター   
〒948-0054 新潟県十日町市高山 884 番地 4   

電話：025-757-9438 FAX:025-750-1173 

E-mail：tumari.nikkori@ec3.technowave.ne.jp 

ふれあい 10 号制作   富井 

お問い合わせは… 

91 個のかわいい

バンブードール

ができました。 

H24 年度身障センタースタッフです。よろしくお願いします！    ※似顔絵イラスト 徳永薫さん 

 

 

 

江村センター長   宮澤寿子   金子はずき   星野由美子   斉木ひろみ   丸山志保   富井玲子 


